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四． 三． 疇

問
題
用
紙
は
「
十
枚
」

「
専
門
科
目
・
共
通
」
に
つ
い
て
は
、

「
共
通
二
」
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
解
答
用
紙
を
用
い
る
こ
と
。

解
答
上
の
注
意

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す

べ
き
問
題
」
（
選
択
一
＼
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該

解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

（
共
通
一

S
共
通
二
）
は
、
志
醐
H
臼
全
員
が
解
客
i
す
る
問
題
で
す
。

「
専
門
科
目
・
共
通
」
と
も
に
、
解
答
用
紙
は
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
ず
つ
使
用
す
る
こ
と
。

全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

・
「
専
門
科
目
・
選
択
」
に
つ
い
て
は
、
空
欄
に
「
問
題
番
号
」

こ
と
。

「共
通
一
」

（
例
「
選
択
一
」

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

「
専
門
科
目
・
選
択
」

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
三
枚
」

「
選
択
二
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る

で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国 国
志

文 文 文 文 文 文 文 文 文 本 語 語
研願巫子 巫子 邑子 た子 ｝ 子 た子 ｝ 子 乎子 学 語 科 科 票

研 研 研 研 研 研 研 研 研 ｝ 子 教 教 究 | ‘ 
究 究 究 究 究 究 究 究 究 研 ギ自 っ円云 指'-

指 指 指 指 指 指 指 指 指 究 研 研 導記

導 導 導 導 導 導 導 導 導 指 究 究 名入

導 指 指
し

導 導
た

和 五 金 石 内 田 福 新 松 松 菊 幸
指志
導願

田 味 井 原 山 渕 家 美 本 木 野 田 示宰

渕
希 l ▲ 

望'-
敦 景 千 精 句 俊 哲 直 正 雅 国 教記
彦 典 子 秋 也 美 幸 彦 樹 恵 之 広 員入

嗣 子 名し
た

選 選 選 選 選 選 選
択 択 択 択 択 択 択
七 I＇ ¥ 五 四

近 中 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 語 教
｝ 子~ 典 卜子— た子 晃子 巫子 ＝ 自

文

＾ 
→ 

乎子 m II I 日 専
本 解門

中 中 上 語 答科

世 古 代 教 す目

文 文 文 コ円 ベ

き 冨A 子 学 学 を

＾ 己

問
題芭

む
、一 で

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

． 
国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%
)
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

二
0
二
四
年
度

一
般
入
学
試
験
問
題

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

（
配
点

4
0
%
)
と

以
上

/

l

 



r 

NMLKJ ー
二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

一
、
次
の

A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

「
み
ん
な
い
い
こ
」
読
本

筆
者
想
定
法

調
べ
る
綴
方

知
徳
ノ
啓
発

探
究
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス

一
読
総
合
法

「
情
報
の
扱
い
方
」
に
関
す
る
事
項

二
、
次
の

I
S
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

一
九

0
0年
「
国
語
科
」
成
立
の
背
景
と
ね
ら
い

P
I
S
A
読
解
力
調
査
の
ね
ら
い
と
特
徴

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

高
校
共
通
必
履
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」

随
意
選
題
論
争
に
お
け
る
友
納
友
次
郎
の
綴
方
教
育
観

「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
と
は
何
か

の
性
格

三
、
児
童
•
生
徒
の
「
不
読
率
」
に
関
す
る
近
年
の
傾
向
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
は
国
語
科
に
お
け

る
読
書
指
導
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。
近
年
の
特
徴
的
な
読
書
指
導
の
方
法
等
に
触
れ
な
が

ら
、
対
象
と
す
る
学
校
種
を
明
確
に
し
た
上
で
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

G E C A  

HFDB  

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

選
択

ヽ

国
語
教
育

9 』

専
門
科
目
鬱
選
択
f 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

二



l i 

二

次

の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

M

仮
名
遣
い
の
歴
史
と
「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
問
題
点
に
つ
い
て

N

現
代
日
本
語
接
続
表
現
（
接
続
詞
・
接
続
助
詞
・
複
合
的
接
続
表
現
等
を
含
む
）
の

体
系
と
機
能
に
つ
い
て

0

日
本
語
研
究
・
日
本
語
教
育
に
お
け
る
談
話
分
析
研
究
の
有
用
性
に
つ
い
て

三
日
本
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
。
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
、
学
問
領
域
。
研
究
対
象
・
研
究
方
法
・
研
究
の
意
義
・
研
究
の
応

用
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
述
べ
な
さ
い
。

A

一
語
文

D

ヲ
コ
ト
点

G

と
り
た
て

J
橋
本
進
吉

B

連
濁

E

女
房
詞

H

あ
い
づ
ち

k

方
言
区
画

L I F C 

二
0
二
四
年
度

〔
選
択
二
〕

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専
攻
】

一

次

の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

日
本
語
学

専
門
科
目
鬱
選
択

修
土
課
程

9 l 

（
解
答
の
際
に
は
、

ア
ー
ミ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド

『
分
類
語
彙
表
』

和
漢
混
滑
文

社
会
言
語
学

（
解
答
の
際
に
は
、

つ



(

E

)

雄
略
天
皇

(

I

)

七
夕
歌

(

F

)

洪
水
神
話

(
J
)
風
土
記
逸
文

(

G

)

高
橋
虫
麻
呂

(

K

)

延
喜
式
祝
詞

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
一
般
：
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
・
選
択
]
【
国
語
教
育
専
攻
】

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学
(

I

)

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
(

A

)

¥

(

D

)

の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

(

A

)

『
古
事
記
』
中
巻
の
構
成

(

B

)

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
「
一
書
日
」

(

C

)

「
風
土
記
」
の
編
纂
事
業

(

D

)

初
期
万
葉
歌
の
特
徴

二
、
次
の
(

E

)

1

(

K

)

の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

(

H

)

国
見
歌

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
史
を
踏
ま
え
、
古
典
文
学
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用

紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

4
 



さ

二
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

て r 

古
典
文
学
(

n

)

中
古
文
学

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

次
の
(

A

)

1

(

D

)

の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(

A

)

『
伊
勢
物
語
』
と
古
注
釈

(

B

)

『
紫
式
部
日
記
』
の
特
質

(

C

)

『
源
氏
物
語
』
と
漢
詩
文

(

D

)

『
源
氏
物
語
』
の
享
受

二
、
次
の
(

E

)

1

(

M

)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(

E

)

『
う
つ
ほ
物
語
』

(

F

)

『
後
撰
和
歌
集
』

(

G

)

『
落
窪
物
語
』

(

H

)

『
大
和
物
語
』

(

I

)

『
和
泉
式
部
日
記
』
(
J
)
『
蜻
蛉
日
記
』

(

K

)

藤
原
定
子

(

L

)

草
子
地

(

M

)

平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

し 9

選

択

四

‘――‘ 

専
門
科
目
こ
選
択
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

ぐ一



⑩

野

守

鏡

⑨

増

鏡

⑧

沙

石

集

⑦

保

元

物

語

⑥
 

⑤

神

道

集

④
 

無

名

抄

③
 

た

ま

き

は

る

後

鳥

羽

院

御

口

伝

②

愚

管

抄

①

百

人

秀

歌

二

、

次

の

①

S
⑩

の

中

か

ら

三

題

を

選

択

し

て

、

⑧

古

筆

切

研

究

に

つ

い

て

⑦

天

皇

家

と

勅

撰

和

歌

集

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑥

古

今

伝

授

に

つ

い

て

⑤

教

訓

書

の

文

学

史

的

展

開

に

つ

い

て

④
 

『
平
家
物
語
』

の

成

立

に

つ

い

て

③

題

詠

歌

と

本

意

に

つ

い

て

②
 

①
 

一
、
次
の
①
ー
⑧
の
中
か
ら
一
―
題
を
選
択
し
て
、

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

〔
選
択
五
〕

鎌

倉

前

期

の

政

治

と

文

学

に

つ

い

て

中

世

の

都

と

地

方

の

文

学

に

つ

い

て

古

典

文

学

(

m

)

 

中

世

文

学

,......, 

専
門
科
目
こ
選
択
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

／
ム
じ



(

A

)

「
離
騒
」

(

E

)

『
捜
神
記
』

(

I

)

「
鶯
鶯
伝
」

□
次
の
(

A

)

S

(

J

)

に
説
明
し
な
さ
い
。

環
餘
皆
山
也
。
其
西
南
諸
峰
、
林
堅
尤
美
。
望
之
蔚
然
而
深
秀
者
、
瑣
瑯
也
。
山
行
六
七
里
、

漸
聞
水
整
漏
漑
、
而
澤
出
於
雨
峰
之
間
者
、
醸
泉
也
。
峰
同
路
轄
有
亭
、
翼
然
臨
干
泉
上
者
、

酔
翁
亭
也
。
作
亭
者
誰
、
山
之
僧
智
僻
也
。
名
之
者
誰
、
太
守
自
謂
也
。
太
守
奥
客
来
飲
干
此
、

飲
少
輛
酔
、
而
年
又
最
高
、
故
自
琥
日
酔
翁
也
。
酔
翁
之
意
、

山
水
之
攀
得
之
心
、
而
寓
之
酒
也
。
…
中
略
：
・
已
而
夕
陽
在
山
、
人
影
散
乱
、
太
守
蹄
、
而

賓
客
従
也
。
樹
林
陰
贖
、
鳴
整
上
下
、
遊
人
去
、
而
禽
鳥
築
也
。
然
而
禽
鳥
知
山
林
之
築
、
而

不
知
人
之
築
。
（
川
叫
副
「
太
守
遊
而
粟
、
而
不
知
太
守
之
築
其
築
也
。
酔
能
同
其
築
、
醒
能
述
以

文
者
、
太
守
也
。
太
守
謂
誰
、
鷹
陵
歌
陽
脩
也
。

□
次
の
ア
ー
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

ロ 〔
選
択
六
〕

(

B

)

『
文
選
』

(

C

)

漢
賦

(

F

)

韓
愈

(

G

)

蘇
試

(
J
)
胡
適
『
白
話
文
学
史
』

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
・
選
択
]
【
国
語
教
育
専
攻
】

中
国
古
典
文
学

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

次
の
文
は
宋
・
欧
陽
脩
「
酔
翁
亭
記
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
間
に
答
え
な
さ
い
。

〔
設
問
一
〕
傍
線
①
「
太
守
…
…
酒
也
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
人
知
：
・
：
守
也
」
に
つ
い
て
、

3
．
⑱
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

幻
ず
、
言
で
辛
仮
名
に
よ
る
書
き
下
し
文
、
ま
た
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
併
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

（
 

‘、̀'’CB
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕
作
者
欧
陽
脩
の
文
学
史
的
功
績
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

ア
「
文
言
」
と
「
白
話
」
の
文
体
的
相
違
に
つ
い
て

イ
「
詩
言
志
」
に
つ
い
て

ウ
科
挙
と
詩
に
つ
い
て

エ
「
漢
文
」
が
「
国
語
」
に
含
ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て

オ
日
本
漢
詩
文
が
も
つ
国
語
教
材
と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て

二
0
二
四
年
度

修
士
課
程

問
題

(

D

)

閾
怨
詩

(

H

)

『
康
熙
字
典
』

不
在
酒
、
在
乎
山
水
之
間
也
。

C

|

|

 



二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
敦
育
学
研
聟
腐

鰺
土
課
程
一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
駿
問
題

[
専
門
科
目
。
選
択
]
〖
国
語
敦
育
専
宣
〗

[
選
択
七
]
近
代
文
学

日
本
の
近
代
文
学
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

二

次

の

(

A

)

S

(

E

)

の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

(

A

)

新
体
詩
に
つ
い
て

(

B

)

新
感
覚
派
の
文
学
に
つ
い
て

(

C

)

日
本
浪
曼
派
に
つ
い
て

(

D

)

私
小
説
に
つ
い
て

(

E

)

日
本
近
代
文
学
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
つ
い
て

次
の
(

A

)

S

(

G

)

の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
「
」
は
作
品
名
、
『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(

A

)

樋
ロ
一
葉

(

B

)

「
別
れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙
」

(

C

)

『
三
田
文
学
』

(

D

)

有
島
武
郎

(

E

)

「
蟹
工
船
」

(

F

)

『
新
青
年
』

(

G

)

「
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁
」

八
3 



〖
共
通
こ

次
の
文
章
は
若
林
幹
夫
『
社
会
学
入
門
一
歩
前
』
（
河
出
書
房
新
社
、
二

0
二
三
年
）
の

一
節
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
書
き

な
さ
い
。科

学
と
は
何
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
、
単
に
確
実
な
知
識
の
こ
と
で
は
な
い
。
仮
説
と
検
証
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た

法
則
性
に
よ
っ
て
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
科
学
と
い
う
知
の
特
徴
で
あ
る
。
古
典
力
学
も
、
相
対
性
理
論
も
、
進

化
論
も
、
遺
伝
子
理
論
も
、
物
の
運
動
や
生
物
の
多
様
性
、
形
質
の
遺
伝
な
ど
の
観
察
可
能
な
事
実
や
出
来
事
を
説
明

す
る
た
め
に
、
論
理
整
合
的
に
ー
ー
よ
う
す
る
に
「
筋
道
立
て
て
」
~
ら
れ
た
仮
説
、
つ
ま
り
「
仮
の
説
明
」
で

あ
る
。
こ
う
し
た
仮
説
は
、
そ
れ
ら
と
合
致
す
る
事
実
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
否
定
す
る
事
実
が
見
出
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
で
、
「
さ
し
あ
た
り
真
な
る
理
論
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
科
学
的
な
「
理
論
」
は
こ
う
し
た
実
証
性
ー
ー
，
そ

な
さ
」

れ
を
支
持
す
る
事
実
が
あ
る
こ
と
—
ー
と
反
証
可
能
性
ー
ー
そ
の
真
偽
が
実
験
や
観
察
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と

|
ー
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
手
続
き
に
よ
っ
て
科
学
、
と
り
わ
け
自
然
科
学
は
「
確
実
な

知
識
」
と
し
て
の
明
証
性
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
る
の
だ
。

だ
が
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
よ
う
す
る
に
科
学
と
は
「
す
べ
て
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
知
」
な
の
で
は

な
く
、
「
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
知
り
う
る
も
の
だ
け
を
知
る
」
よ
う
な
知
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
科
学

的
な
知
は
、
実
証
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
真
で
あ
る
と
と
り
あ
え
ず
認
め
ら
れ
る
仮
説
以
外
は
、
「
（
ま
だ
）
わ
か
ら
な

ど
と
し
て
判
断
を
保
留
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
ど
ん
な
理
論
も
「
仮
説
」
で
あ
る
以
上
、
つ
ね
に

＂
と
り
あ
え
ず
”
で
“
今
の
と
こ
ろ
＂
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
に
反
す
る
事
実
に
よ
っ
て
い
つ
否
定
さ
れ
な
い
と
も

か
ぎ
ら
な
い
。
科
学
的
な
知
は
「
究
極
の
真
理
」
な
ど
け
っ
し
て
指
し
示
さ
な
い
。
そ
れ
が
提
示
す
る
の
は
、
い
つ
否

定
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
「
さ
し
あ
た
り
の
真
理
」
な
の
だ
。

地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
海
域
や
陸
地
の
科
学
的
な
調
査
や
測
量
が
行
な
わ
れ
る
以
前
の
、
古
代
や
中
世
に
描
か
れ
た

多
く
の
世
界
図
に
は
、
そ
の
地
図
を
描
い
た
人
び
と
が
い
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
「
未
知
の
大
陸
」
や
「
楽
園
」
が

し
ば
し
ば
描
か
れ
、
魔
人
や
怪
物
た
ち
が
描
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
未
踏
の
地
は
空
白
に
し
て
お
く
近
代
の
科

学
的
な
地
図
と
は
異
な
り
、
中
世
以
前
に
作
ら
れ
た
世
界
図
を
貫
く
原
則
は
、
「
知
ら
な
い
湯
所
は
、
信
仰
や
宇
宙
観

に
も
と
づ
く
信
念
に
よ
っ
て
描
く
」
と
い
う
も
の
だ
。
未
知
の
大
陸
を
人
は
経
験
的
事
実
と
し
て
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、

と
い
う
わ
け
だ
。
世
界
に
対
す
る
神
話
的
、
宗
教
的
、

信
仰
や
宇
宙
観
に
も
と
づ
く
信
念
と
し
て
は
“
知
っ
て
い
る
“

呪
術
的
思
考
は
、
実
証
的
に
知
り
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
信
仰
や
宇
宙
観
に
よ
っ
て
“
知
り
”
、
“
理
解
す
る
“
o

と
し
て
沈
黙
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
領
域
が
、
信
念
と

そ
こ
で
は
、
科
学
的
な
知
に
お
い
て
は
「
知
り
え
な
い
も
の
」

想
像
力
に
よ
っ
て
「
知
り
う
る
も
の
」
と
な
り
、
描
か
れ
う
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
科
学
に
対
す
る
私
た
ち
の
常
識
的
な
理
解
に
は
い
さ
さ
か
反
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
科
学
的
な
知
は
、

だ
。
逆
に
言
う
と
、
科
学
的
な
知
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
わ
か
ら

宗
教
や
神
話
や
魔
術
や
呪
術
よ
り
も
「
無
知
」
な
の

を
受
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
に
も
、
宗
教
や
神
話
や
蕨
術
や
呪
術
は
非
科
学
的
な
仕
方
で
「
わ
か
っ
て
し

の
で
あ
る
。

ま
う
」

I i 

専
門
科
目

睾
共
通
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

般
入
学
試
験
問
題

-
0
 
＿
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

ー



ィ
問問問問問

八 七 六 五 四 ホ ハ イ

問問問

i d 

ノ‘

宇

治

拾

遺

物

語

徒

然

草

ホ

堤

中

納

言

物

語

〖
共
通
二
〗

次

の

文

章

は

『

今

物

語

』

の

一

節

で

あ

る

。

こ

れ

を

読

ん

で

、

後

の

問

い

に

答

え

よ

。

下

毛

野

武

正

と

い

ひ

け

る

随

身

の

、

関

白

殿

の

北

の

対

の

後

ろ

を

、

ま

こ

と

に

①

ゆ

ゆ

し

げ

に

て

通

り

け

る

に

、

つ

ぼ

ね

の

雑

仕

、

「

あ

な

ゆ

ゆ

し

。

鳩

吹

く

秋

と

こ

そ

思

ひ

[

[

[

]

」

と

言

ひ

た

り

け

れ

ば

、

「

つ

い

ふ

さ

れ

」

と

言

ひ

て

け

り

。

女

心

う

げ

に

て

隠

れ

に

け

り

。

随

身

所

に

て

、

秦

兼

弘

と

い

ふ

随

身

に

会

ひ

て

、

「

北

の

対

の

女

の

童

部

に

、

さ

ん

ざ

ん

に

③

叫

叫

叫

叫

た

り

つ

る

」

と

言

ひ

け

れ

ば

、

「

い

か

や

う

に

の

ら

れ

つ

る

ぞ

」

と

問

は

れ

て

、

「

鳩

吹

く

秋

と

こ

そ

思

へ

」

と

言

ふ

に

、

兼

弘

は

、

兼

方

が

孫

に

て

兼

久

が

子

な

り

け

れ

ば

、

④

か

や

う

の

事

、

心

得

た

る

も

の

に

て

、

「

⑤

口

惜

し

き

事

の

た

ま

ひ

け

る

か

な

。

⑥

1
1を

思

ひ

か

け

て

、

言

ひ

け

る

に

こ

そ

。

み

山

出

で

て

鳩

吹

く

秋

の

夕

暮

れ

は

し

ば

し

と

人

を

い

は

ぬ

ば

か

り

ぞ

と

い

ふ

歌

の

心

な

る

べ

し

。

し

ば

し

と

ま

り

給

へ

と

言

ひ

け

る

に

こ

そ

。

無

下

に

色

な

く

、

い

か

に

の

り

給

ひ

け

る

ぞ

」

と

言

ひ

け

れ

ば

、

「

い

で

い

で

、

さ

て

は

色

直

し

て

ま

ゐ

ら

ん

」

と

て

、

あ

り

つ

る

つ

ぼ

ね

の

下

口

に

行

き

て

、

「

⑦

物

う

け

た

ま

は

ら

ん

。

武

正

、

鳩

吹

く

秋

ぞ

、

よ

う

よ

う

」

と

言

ひ

た

て

り

け

る

、

い

と

を

か

し

か

り

け

り

。

傍

線

部

①

「

ゆ

ゆ

し

げ

に

」

の

こ

の

場

面

で

の

意

味

を

答

え

よ

。

空

欄

②

に

ふ

さ

わ

し

い

語

を

「

ま

ゐ

ら

す

」

を

適

切

に

活

用

さ

せ

て

答

え

よ

。

傍

線

部

③

「

の

ら

れ

た

り

つ

る

」

の

解

釈

と

し

て

最

も

適

切

な

も

の

を

次

の

中

か

ら

―

つ

選

び

、

記

号

で

答

え

よ

。

ロ

説

か

れ

て

し

ま

っ

た

口

悪

口

を

言

わ

れ

て

し

ま

っ

た

褒

め

ら

れ

て

し

ま

っ

た

二

上

に

乗

ら

れ

て

し

ま

っ

た

隠

れ

ら

れ

て

し

ま

っ

た

傍

線

部

④

「

か

や

う

の

事

」

の

内

容

を

具

体

的

に

説

明

せ

よ

。

傍

線

部

⑤

「

口

惜

し

き

事

の

た

ま

ひ

け

る

か

な

」

を

主

語

を

明

ら

か

に

し

た

上

で

現

代

語

訳

せ

よ

。

傍

線

部

⑥

「

府

生

殿

」

は

誰

を

指

す

か

。

文

中

か

ら

名

前

を

抜

け

。

傍

線

部

⑦

「

物

う

け

た

ま

は

ら

ん

」

を

「

物

」

を

明

確

に

し

た

上

で

現

代

語

訳

せ

よ

。

こ

の

文

章

の

出

典

で

あ

る

『

今

物

語

』

と

同

時

代

、

同

ジ

ャ

ン

ル

の

作

品

を

次

の

中

か

ら

―

つ

選

び

、

記

号

で

答

え

よ

。

今

鏡

口

平

家

物

語 専
門
科
目
・
共
通
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

-
0
 
＿
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

般
入
学
試
験
問
題

(O 



← 

← 

裏
面
に
続
く

選
択

（
 
）
 

問
題
番
号

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
士
課
程

大学記入欄

1
0
 

般

【
国
語
教
育
専
攻
】

・
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

＿
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

J
こ
ま
で

→ 

← 

裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 



← 

← 

裏
面
に
続
く

共
通

問
題
番
号

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
士
課
程

1
0
 

般． 
【
国
語
教
育
専
攻
】

外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

大学記入欄

一
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

J
こ
ま
で

→ 

裏
面
を
使
用
す
る
揚
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 

， 

I 

← 



← 

← 

共
通

問
題
番
号

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
士
課
程

1
0
 

般

【
国
語
教
育
専
攻
】

． 

裏
面
に
続
く

外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

＿
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

大学記入欄



→ 

J
こ
ま
で

裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

→ 

← 

← 
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